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議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会
第2回 定例第2回　定例会会

6月14日に招集された第2回定例町議会は6月17日、全日程を終えて閉会しました。

今定例会では、辻本教育長の行政報告のほか、平成23年度の補正予算案等が審議されました。

その主な内容についてお知らせいたします。

●
公
平
委
員
会
委
員

　
6
月
　
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
切

26

石
工
委
員
の
後
任
に
、
北
所
正
視
氏
が
選
任

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
　
年
度
一
般
会
計

23

　
平
成
　
年
度
新
冠
町
一
般
会
計
は
、
既
定

23

の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
5
、
0
6
9
万
6
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
　
億
8
、
1
6
7
万
6

50

千
円
と
し
ま
し
た
。

《歳
入
補
正
の
主
な
も
の
》

国
庫
支
出
金
　
　
　
　
　
  1
、
6
2
6
千
円

道
支
出
金
　
　
　
　
　
　
  9
、
4
9
1
千
円

繰
入
金
　
　
　
　
　
　
  1
1
、
1
2
3
千
円

町
債
　
　
　
　
　
　
　
  3
0
、
2
0
0
千
円

《歳
出
補
正
の
主
な
も
の
》

学
校
跡
施
設
再
利
用
支
援
交
付
金
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  8
、
6
9
2
千
円

緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  8
、
9
2
9
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
事
業
勘
定
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  5
、
6
4
5
千
円

戸
別
所
得
補
償
制
度
推
進
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  3
、
2
0
3
千
円

林
道
維
持
補
修
等
工
事
　
  3
、
2
4
5
千
円

町
道
維
持
補
修
等
工
事
　
  6
、
4
5
0
千
円

長
期
債
償
還
元
金
　
　
　
  6
、
4
8
4
千
円

教
育
行
政
執
行
方
針
に
基
づ
く
各
学

校
の
取
組
に
つ
い
て

　
本
年
度
、
学
校
と
家
庭

・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む

「
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
教

育
」
を
重
点
に
各
学
校
が
特
色
を
も
っ
て
学
校

経
営
の
充
実
・
工
夫
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
新
冠
小
学
校
で
は
、
社
会
教
育
と
の

連
携
に
よ
る

「
一
日
音
楽
の
日
」
を
企
画
し
、

心
の
教
育
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
「
一
日
参
観

日
」
を
設
け
、
地
域
の
方
々
に
も
自
由
に
学
校

参
観
し
て
頂
く
よ
う
、
積
極
的
に
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
し
て
お
り
ま

す
。

 　
朝
日
小
学
校
で
は
、
朝
日
の
森
を
活
用
し

た
体
験
学
習
の
推
進
や
昭
和
音
大
に
よ
る
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
コ
ン
サ
ー
ト
の
活
動
を
生
か
し

た
芸
術
文
化
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
新
冠
中
学
校
で
は
、
来
年
度
か
ら
の
新
学

習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
向
け
、
教
育
課

程
の
編
成
、
指
導
計
画
の
作
成
に
早
期
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
分
か

る
授
業

へ
の
工
夫

・
改
善
に
取
り
組
み
、
基

礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
こ
と
を
重
点
に
し
な
が
ら
、
「
確

か
な
学
力
の
育
成
に
つ
い
て
」
は
、
本
年
度
の

全
国
学
力
調
査
に
つ
き
ま
し
て
、
４
月
　
日
１９

に
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
本
年
度
の

実
施
が
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
、

９
月
に
問
題
用
紙
が
配
付
さ
れ
る
見
込
み
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
校
長
会
と
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
身
の
育
成
に
つ
い
て

　
体
育
祭
、
運
動
会
の
実
施
に
つ
い
て
、
新
冠

中
学
校
は
、
６
月
４
日
に
行
わ
れ
、
土
曜
日
開

催
が
定
着
し
、
多
く
の
保
護
者
や
、
地
域
住
民
、

そ
し
て
小
学
校
の
先
生
方
の
声
援
を
受
け
、

大
会
記
録
も
二
種
目
で
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
小
学
校
は
６
月
　
日
に
、
昨
年
に
引
き

１１

続
き
２
回
目
の
土
曜
日
開
催
と
し
て
行
わ
れ
、

元
気
に
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
新

冠
小
学
校
は
６
月
　
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定

１９

で
す
。

人人

事事

補

正

予

補

正

予

算算

教
育
長

教
育
長
行行
政
報
告

政
報
告

▲6月4日、新冠中学校体育祭の様子
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信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
目
標
に
つ
い
て
で
す
が
、
新
冠

小
学
校
は
、
｢
学
ぶ
意
欲
と
確
か
な
学
力
を
身

に
付
け
、
豊
か
な
心
と
体
を
持
つ
子
ど
も
の

育
成
｣
、
朝
日
小
学
校
は
、
「
思
い
や
り
を
持
ち
、

自
ら
学
び
行
動
す
る
子
ど
も
の
育
成
」、
新
冠

中
学
校
は
、
「
生
徒
が
瞳
輝
き
、
生
き
生
き
と

活
動
す
る
学
校
の
実
現
を
目
指
し
、
基
礎
・
基

本
の
習
得
と
活
用
す
る
力
を
身
に
つ
け
、
豊

か
な
人
間
関
係
を
確
立
し
、
心
身
共
に
健
康

で
明
朗
な
生
徒
の
育
成
」
を
掲
げ
て
、
具
体
的

な
取
組
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

学
校
経
営
の
充
実
・
工
夫
に
つ
い
て

　
一
つ
は
、
特
別
支
援
教
育
の
取
組
に
つ
い

て
で
す
が
、
各
学
校
に
特
別
支
援
教
育
学
級

を
二
学
級
ず
つ
設
置
し
、
新
冠
中
学
校
で
は
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な
指
導
を

行
う
た
め
、
担
当
教
員
１
名
の
加
配
、
ま
た
町

と
し
て
配
置
し
て
い
る
特
別
支
援
教
育
支
援

員
２
名
が
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
の
傾
向
の
あ

る
子
ど
も
の
指
導
を
充
実
す
る
た
め
の
援
助

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
平
取
養
護
学
校
と
の
連
携
に
よ

り
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
教
員
の
派
遣
を

受
け
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
指
導
・
支

援
を
受
け
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

事
業
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
、
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
新
学
習
指
導
要
領
に

よ
り
今
年
か
ら
小
学
校
５
、
６
年
生
に
お
け

る
外
国
語
の
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に

伴
い
、
５
月
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外

国
語
活
動

へ
の
支
援
を
行

っ
て
お
り
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
交
代
で
新
冠
小
学
校
５
、
６
年
生
の
英

語
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
冠
町
立
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・

ミ
の
教
育
・
保
育
に
つ
い
て

　
本
年
４
月
４
日
、
関
係
者
の
臨
席
の
下
、
開

園
式
並
び
に
落
成
式
を
挙
行
し
、
町
内
に
お

け
る
、
子
育
て
拠
点
施
設
と
し
て
１
２
６
名

の
入
園
児
を
迎
え
て
開
園
し
た
、
ド
・
レ
・
ミ

で
は
、
「
家
庭
、
地
域
と
と
も
に
心
豊
か
で
健

や
か
な
子
ど
も
を
育
む
」
こ
と
を
基
本
理
念
に
、

「
地
域
に
開
か
れ
、
協
働
す
る
園
経
営
」
を
目

指
し
、
「
生
涯
学
習
の
機
能
を
生
か
し
た
教

育
・
保
育
」
を
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
　

　
こ
の
た
め
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
園
の
指
導
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　
そ
の
中
で
は
、
挨
拶
や
言
葉
遣
い
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
の
定
着
を
求
め
る
声
や
思
い
や

り
の
心
、
自
主
性
を
重
ん
じ
る
意
見
が
多
く

あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
の
指
導
の
重
点

と
し
て
い
る
、
「
多
様
な
体
験
学
習
を
通
し
、

人
間
関
係
や
自
主
性
・
協
働
す
る
力
を
養
う
と

と
も
に
、
遊
び
を
通
し
た
基
本
的
な
生
活
習

慣
や
信
頼
関
係
を
養
う
」
こ
と
を
、
家
庭
教
育

と
も
関
連
付
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
５
月
に
は
、
地
域
教
材
と
し
て
の
農
園
活

動
に
つ
い
て
、
学
校
支
援
地
域
本
部
の
協
力

の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
農
園
を
お

借
り
し
、
体
験
活
動
の
実
施
、
地
域
自
治
会
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
園
児
と
共
に
行
っ

た
園
の
花
壇
作
り
な
ど
、
開
か
れ
た
園
経
営

を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
園
児
や

支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
と
の
合
同
に
よ
る
津

波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
安
全
・
安
心
な
運
行
を
基
本
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
通
園
バ
ス
は
、
保
育
士

の
ほ
か
、
こ
ど
も
園
長
や
幼
稚
園
長
な
ど
、
男

性
ス
タ
ッ
フ
も
同
乗
し
、
２
名
体
制
で
添
乗

し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
行
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

レ
・
コ
ー
ド
館
で
の
活
動
に
つ
い
て

　
本
年
で
５
回
目
と
な
り
ま
す
レ
・
コ
ー
ド
館

誕
生
祭
を
６
月
　
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

１１

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
レ
・
コ
ー
ド
ホ
ー
ル
を
1
日

無
料
開
放
す
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
方

の
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
夜

の
部
で
は
、
自
主
企
画
主
催
の
「
ラ
テ
」
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、
道
の
駅
ゾ
ー
ン
特
別
企
画

等
の
催
し
が
実
施
さ
れ
、
大
変
好
評
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

青
少
年
活
動
の
取
組
に
つ
い
て

　
本
年
よ
り
、
町
民
セ
ン
タ
ー
内
で
実
施
し

て
お
り
ま
す

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
は
、
４

月
よ
り
「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
新
し
い

名
称
、
体
制
に
お
い
て
、
開
設
し
て
お
り
、
現

▲5月23日、地域自治会と園児による花壇作りの様子

▲6月11日、レ・コード館誕生祭ロビーコンサートの様子
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在
の

は
新
冠
小
１
１
６
名
、
朝
日

小
が
　
名
と

年
度
よ
り

が

え

５

た
中
で
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
末
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
務

所
を
町
民
セ
ン
タ
ー
事
務
所
に
移
し
て
一
元

管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｎ
Ｉ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ

（
に

い
か
っ
ぷ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
や
郷
土
資
料
館

と
の
連
携
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
教
育
効
果
の

高
い
事
業
を
展
開
で
き
る
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

社
会
体
育
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

　
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
事
業
、
初
日
の
６
月
１

日
に
は
、
　

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
例
年
継

７０

続
実
施
し
て
き
た
こ
と
が
町
内
に
浸
透
し
て

い
る
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
９
日
に
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
の
協
力
の
も
と
、
清
掃
活
動
等
を
実
施
し

た
後
、
町
民
憩
い
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
し
、
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
Ｎ
Ｉ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
開
町
１
３
０

年

記

念

植

樹

祭

と
合

同

開

催

と

し
て
、
日
本

ハ
ム
野

球

教

室

を
実

施
し
、
約
　３０

名

の
児

童

が
体

験

し

た

と

こ
ろ

で
す
。

郷
土
資
料
館
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

　
探
検
環
境
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
５
月
　
日
２９

「
水
田
学
習
・
田
植
え
体
験
」
を
探
検
ク
ラ
ブ

会

員
　

名

１５

が
、
美
宇
に

お

い

て
実

施

す

る

と

と
も
に
、
５

月
末
に
は
、

日

胆

博

物

館

協

議

会

の
研

修

会

を
行
い
、
新

冠

の
情

報

を
発

信

し

た

と

こ

ろ

で
す
。

図
書
プ
ラ
ザ
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

　
４
月
　
日
か
ら
の
子
ど
も
の
読
書
週
間
に

２３

お
き
ま
し
て
、
児
童
書
を
集
め
た
特
別
展
示

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
図
書
に
関
連
し
た
「
こ
ど

も
映
画
上
映
会
」
な
ど
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付

金
」
を
活
用
し
た
学
校
図
書
室
の
蔵
書
の
充
実

を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の
読
書
環
境
の
整
備

事
業
に
対
す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
図

書
プ
ラ
ザ
と
小
中
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

様
々
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
　

　
学
校
教
育
で
は
、
本
年
の
卒
業
式
、
入
学
式

や
教
職
員
の
辞
令
交
付
式
に
お
い
て
国
旗
掲

揚
・
国
歌
斉
唱
は
、
適
切
に
実
施
さ
れ
た
こ
と

や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
働
体
制
づ
く
り
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
社
会
教
育
委
員

に
つ
い
て
、
５
月
、
社
会
教
育
委
員
協
議
会
の

総
会
に
お
い
て
、
委
員
長
と
し
て
高
江
在
住

の
高
畑
信
子
氏
が
選
任
さ
れ
、
新
し
い
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
で
の
年
度
当
初

で
の
取
組
に
つ
い
て
申
し
上
げ
、
教
育
行
政

報
告
と
し
ま
す
。

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担
率

2
分
の
1
へ
の
復
元
、
「　
人
以
下
学
級
」
の

30

実
現
を
め
ざ
す
教
職
員
定
数
改
善
、
就
学
保

障
充
実
な
ど
2
0
1
2
年
度
国
家
予
算
編
成

に
お
け
る
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
に
向
け
た
意

見
書

●
北
海
道
地
域
最
低
賃
金
の
大
幅
な
改
善
を

求
め
る
意
見
書

　
以
上
の
意
見
書
案
の
採
択
、
原
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

　各委員会の構成
　　議会で処理すべき分野は広いため、それぞれ分野ごとに委員会を設置し、委員会で専門的に審査します。

　○総務産業常任委員会

　○社会文教常任委員会

　○議会運営委員会

　○議会広報特別委員会　

意

見

意

見

書書

委　　　　　　　　員副委員長委員長
堤　俊昭、伹野　裕之、寺田　孝男秋山　三津男竹中　進一

委　　　　　　　　員副委員長委員長
我妻　勇治、鳴海　修司、中川　信幸、武田　修一山田　祐三椎名　徳次

委　　　　　　　　員副委員長委員長
竹中　進一、椎名　徳次、我妻　勇治、寺田　孝男中川　信幸武田　修一

委　　　　　　　　員副委員長委員長
竹中　進一、椎名　徳次、秋山　三津男伹野　裕之堤　俊昭
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　現在ご使用の保険証の有効期限が平成23年7月31日をもって満了とな

るため、8月以降は使用できなくなります。

　 7月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、お

持ちの保険証を破棄し、新しいものをご使用ください。

　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成23年7月31日をもって満了

となるため、8月以降は使用できなくなります。

　該当となる方には、7月中に新しい減額認定証を交付しますので、8月

からはそちらをご使用ください。

　また、交付対象者でお手元に減額認定証がない方は、役場保健福祉課保

健福祉グループへ申請してください。

　※有効期間が保険証と異なりますのでご注意ください

後期高齢者医療制度のお知らせ
～　保険証 （被保険者証）の一斉更新について　～

算新しい保険証に変わります

算減額認定証 （限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります

問 い合 わ せ先

　　新冠町役場

　　保健福祉課　保健福祉グループ

　　緯47・2113（直通）

　北海道後期高齢者医療広域連合

　  〒060-0062　札幌市中央区南2条西14丁目　国保会館6階

　緯011・290・5601

◆新しい保険証の有効期限は、平成25年7月31日までです。

◆紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、役場保健　

　福祉課保健福祉グループまでお申し出ください。

◆今回から、うら面に臓器提供に関する意思表示欄があります。

☆保険証の色は変わりません （黄色です）

減額認定証の色も変わりません （オレンジ色です）
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お
め
で
と
う
！
ア
ー
ネ
ス
ト
リ
ー
号

第
　
回
宝
塚
記
念

（G
Ⅰ
）　
優
勝

52

鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
マ
ン
出
荷
始
ま
る

目
標
販
売
額
　
3
億
5
、
0
0
0
万
円

　
6
月
　
日
、
新
冠
町
農
協
で
、
全
道
一
の
生
産
量
を
誇
る

20

ピ
ー
マ
ン
の
共
同
選
果
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
従
来
の
形
状
選
別
機
に
加
え
、
重
量
を
計
算
し

袋
詰
め
ま
で
を
自
動
に
行
な
う
重
量
選
別
機
2
基
を
新
設

し
選
果
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
重
量
選
別
機
の
導
入
に
よ
り
、
1
袋
3
～
4
個
入

り
約
1
5
0
グ
ラ
ム
の
容
量
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
従
来
の
箱
詰
め
で
売
る
よ
り
も
高
値
で
の

取
引
が
期
待
で
き
る
も
の
で
す
。　

　
新
冠
町
の
ピ
ー
マ
ン
は
、
昨
年
ま
で
5
年
連
続
販
売
額

が
3
億
円
を
突
破
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、　

戸
の
生
産

38

者
で
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
面
積
と
な
っ
て
お
り
、
出
荷

15

量
1
、
1
0
0
ト
ン
、
販
売
額
3
億
5
、
0
0
0
万
円
を
目

標
と
し
て
お
り
ま
す
。
ピ
ー
マ
ン
の
出
荷
は
　
月
末
ま
で

10

続
き
、
主
に
道
内
で
は
札
幌
、
旭
川
、
道
外
で
は
、
名
古
屋
、

大
阪
の
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
7
月
1
日
、
役
場
町
民
生
活
課
窓
口
で
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
申
請
の
受
付
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
等
は
、

日
高
振
興
局
及
び
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ま
で
行
か
な
け
れ
ば
で
き
ず
、
大
変
不
便

で
し
た
が
、
今
後
は
役
場
の
窓
口
で
、
申

請
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
領
ま
で
行
な
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
日
に
は

4
名
の
方
が

交
付
申
請
手

続
き
に
訪
れ
、

「
遠
く
ま
で

行
か
な
く
て

も
申
請
が
で

き
て
大
変
便

利
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　
6
月
　
日
、
阪
神
競
馬
場
で
行
わ
れ
た
第
　
回
宝
塚
記
念

26

52

で
美
宇
の
ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
生
産
さ
れ
た

ア
ー
ネ
ス
ト
リ
ー
号
が
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ア
ー
ネ
ス
ト
リ
ー
号
は
初
の
G
Ⅰ
制
覇
。
ノ
ー
ス
ヒ
ル

ズ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
２
月
に
行
な
わ
れ
た
フ
ェ
ブ
ラ
リ
ー

ス
テ
ー
ク
ス
の
、
ト
ラ
ン
セ
ン
ド
号
で
の
優
勝
に
続
き
、
今

年
Ｇ
Ⅰ
２
勝
目
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
抜
群
の
ス
タ
ー
ト
を
み
せ
た
ア
ー
ネ
ス
ト

リ
ー
号
が
道
中
常
に
2
番
手
を
キ
ー
プ
す
る
展
開
と
な
り
、

最
終
コ
ー
ナ
ー
を
抜
け
直
線
に
向
く
と
、
力
強
く
一
気
に
先

頭
に
た
ち
、
そ
の
ま
ま
見
事
一
着
で
ゴ
ー
ル
板
を
駆
け
抜
け
、

レ
コ
ー
ド
タ
イ
ム
で
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ア
ー
ネ
ス
ト
リ
ー

号
は
こ
の
後
、
8
月
に

札
幌
競
馬
場
で
行
わ

れ
る
「
札
幌
記
念
」、　10

月
に
東
京
競
馬
場
で

行
わ
れ
る

「
天
皇
賞

（
秋
）」
に
出
走
す
る

予
定
で
す
。

　
ア
ー
ネ
ス
ト
リ
ー

号

の
関
係
者

の
皆
さ

ん
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

題
あ れ こ れ

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
手
続
き

7
月
1
日
よ
り
役
場
で
！

●7

　
6
月
　
日
、
比
宇
川
と
芽
呂
川
で
ヤ
マ

18

メ
の
放
流
が
行
わ
れ
、
美
宇
保
育
所
の
園

児
や
地
域
の
住
民
な
ど
約
　
名
の
参
加
者

６０

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ヤ
マ
メ
の
放
流
は
、
比
宇
川
流
域

環
境
保
全
会

（
鎌
田
一
博
代
表
）
が
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
平
成
　
年
の
台
風
　
号

15

10

に
よ
り
激
減
し
た
ヤ
マ
メ
を
復
活
さ
せ
る

目
的
で
今
年
で
4
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
こ

の

日

は
、
約
3
万

匹

の
ヤ

マ

メ

の
稚

魚

を
放

流

し

た
後
、
親
子

で
比

宇

川

の
生

態

調

査

な

ど

を

行

な

い
ま

し
た
。

　
6
月
4
日
、
資
料
館
探
検
環

境
ク
ラ
ブ
員
が
、
判
官
館
森
林

公
園
で
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と

は
、
専
用
の
ロ
ー
プ
等
を
使
い

木
登
り
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

こ
の
日
は
、
町
内
の
ツ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
チ
ー
ム

「
罷
の
森

（
ひ
の
も
り
）」
（
梁
田
信
弘
代

表
）
の
指
導
の
下
、
事
業
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
多
田
陽
一
さ
ん

に
日
高
町
村
等
監
査
委
員
協

議
会
よ
り
表
彰
が
贈
ら
れ
、
6

月
　
日
、
役
場
で
小
竹
町
長
よ

14
り
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
　
多
田
さ
ん
は
、
平
成
　
年
よ

17

り
監
査
委
員
と
し
て
従
事
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

3
万
匹
の
ヤ
マ
メ
を
放
流

比
宇
川

・
芽
呂
川

樹
上
の
世
界
へ
　
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

話
ま ち の

開
町
1
3
0
年

・
町
制
施
行
　
年
記
念
事
業

50

天
皇
陛
下
お
手
播
き
苗
木
植
樹

・
町
花
つ
つ
じ
町
民
植
樹
祭

　
6
月
　
日
、
判
官
館
森
林
公
園
内
で
、
町
長
、
新
冠
町
議

17

会
議
員
な
ど
に
よ
り
、
天
皇
陛
下
が
お
手
播
き
さ
れ
た
イ
チ

イ
の
苗
木
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
苗
木
は
、
平
成
　
年
6
月
に
苫
小
牧
で
開
催
さ
れ
た
、

19

第
　
回
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
が
お
手
播
き
さ

58
れ
、
林
業
試
験
場
で
育
成
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
6
月
　
日
に
は
、
新
冠
温
泉
及
び
ヒ
ル
ズ
パ
ー
ク
で
、

26

町
民
約
2
5
0
人
が
ツ
ツ
ジ
の
植
樹
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ツ
ツ
ジ
は
、
昭
和
　
年
9
月
に
町
花
と
し
て
定
め
ら
れ
て

51

お
り
、
今
回
植
樹
し
た
ツ
ツ
ジ
は
、
泉
在
住
の
須
田
幸
雄
さ

ん
か
ら
2
、
6
８
２
本
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
須
田
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
「
日
本
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
会
」
に

42

入
会
さ
れ
、
「
挿
し
木
」
に
よ
る
交
配

・
増
殖
を
習
得
し
、

山
ツ
ツ
ジ
と
ス
ル
ガ
ヤ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
交
配
に
よ
り
、
6
種

類
ほ
ど
の
ツ
ツ
ジ
を
　
年
以
上
育
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

40
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中
毒
は
、
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
て
い
る

も
の
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。

　
気
温
が
高
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
食
中

毒
菌
が
増
殖
し
や
す
く
な
り
、
食
中
毒
の
発
生
件

数
が
増
え
て
き
ま
す
の
で
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

食
中
毒
の
予
防
を
心
が
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
特
に
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
方
は
食
中
毒
が
重

症
化
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
今
回
は
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
知
っ
て
お

き
た
い
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

①

「菌
を
食
材
に
つ
け
な
い
こ
と
！
」　

　
帰
宅
後
や
ト
イ
レ
後
、
調
理
の
前
後
、
食
事
の

前
に
は
必
ず
石
け
ん
で
手

を
洗
う
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
ふ
き
ん
や
包
丁

な
ど
の
調
理
器
具

は
、

使
っ
た
後
す
ぐ
に
し
っ
か

り
洗
い
、
そ
の
後
、
熱
湯

や
漂
白
剤
で
消
毒
し
、
2

次
汚
染
を
防
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。

②

「菌
を
増
や
さ
な
い
！
」　

　
食
品
購
入
後
、
冷
蔵

・
冷
凍
食
品
は
常
温
で
放

置
せ
ず
、
素
早
く
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
、
で

き
る
だ
け
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
保
存
す
る
際
に

食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
る
と
庫
内
が
冷
え
に
く
く

な
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　
出
来
上
が

っ
た
料
理

は
、
時
間
を
お
か
ず
に
２

時
間
以
内
に
食

べ
る
よ

う
に
し
、
室
温
で
長
い
間

放
置
す
る
こ
と
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

③

「菌
を
消
滅
さ
せ
る
！
」　

　
食
品
を
加
熱
す
る
時
は
、
中
心
部
ま
で
加
熱
し

ま
す
。
表
面
は
加
熱
さ
れ
て
い
て
も
中
ま
で
火
が

通
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
し
っ
か
り
加
熱
し
て
、
食
中
毒
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
調
理
済
み
食
品
や
残
っ
た
料
理
を
温
め

な
お
す
時
は
、
十
分
に
加
熱
し
て
か
ら
食
べ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を

き
ち
ん
と
行
な
い
、
家
庭
か

ら
食
中
毒

を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
 緯
　
・
２
１
１
３
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月
　
日

7月8月

静
内
保
健
所
か
ら
　
緯
　
・
０
２
５
１
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8月

　
日
牙

14　
日
俄

18　
日
峨

19　
日
俄

25 　
日
　
 

29

（金）

4
日
牙

5
日
画

　
日
牙

115
日
　（金）

時
　
間

受
付
　
時
～

13　
　
時
　
分

16

30

受
付

8
時
　
分
～

30

　
時
　
分
～

10

00

　
時
　
分
～

12

30

　
時
　
分
～

13

30

日
程

に

つ
い
て

は
個
別

に
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

　
時
～
　
時

10

12

受
付

9
時
　
分
～
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時
　
分

10

15

受
付
　
時
～

13　
　
時
　
分

13

15

9
時
～
　
時
12

9
時
　
分
～

30

　
　
時
　
分

13

30

9
時
～
　
時
12

　
時
　
分
～

13

30
　
時
　
分
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事

業

名
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塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗塗

フ
ッ
素
塗
布布布布布布布布布布布布布布布

婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦
人人人人人人人人人人人人人人
科科科科科科科科科科科科科科
検検検検検検検検検検検検検検

婦
人
科
検
診診診診診診診診診診診診診診診

健健健健健健健健健健健健健健
診診診診診診診診診診診診診診
結結結結結結結結結結結結結結
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明明明明明明明明明明明明明明

健
診
結
果
説
明
会会会会会会会会会会会会会会会

かかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららら
だだだだだだだだだだだだだだ
のののののののののののののの
中中中中中中中中中中中中中中

か
ら
だ
の
中
かかかかかかかかかかかかかかか

らららららららららららららら
健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
美美美美美美美美美美美美美美
講講講講講講講講講講講講講講

ら
健
康
美
講
座座座座座座座座座座座座座座座
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養養養養養養養養養養養養養養
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歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯

（栄
養
・
歯
科科科科科科科科科科科科科科科
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））））））））））））））
室
）
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児児児児児児児児児児児児児児
健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
診診診診診診診診診診診診診診

児
健
康
診
査査査査査査査査査査査査査査査
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歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
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1
歳
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ケ
月
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33333333333333
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
児児児児児児児児児児児児児児
健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
診診診診診診診診診診診診診診

3
歳
児
健
康
診
査査査査査査査査査査査査査査査

おおおおおおおおおおおおおお
喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
おおおおおおおおおおおおおお
たたたたたたたたたたたたたた

お
喜
楽
☆
お
た

っっっっっっっっっっっっっっっ

しししししししししししししし
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
し
ゃ
塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾

（（（（（（（（（（（（（（介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護
予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防

（介
護
予
防
教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室
））））））））））））））
室
）

おおおおおおおおおおおおおお
やややややややややややややや
ここここここここここここここ
のののののののののののののの
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽

お
や
こ
の
楽
ししししししししししししししし

いいいいいいいいいいいいいい
料料料料料料料料料料料料料料
理理理理理理理理理理理理理理
教教教教教教教教教教教教教教

い
料
理
教
室室室室室室室室室室室室室室室

おおおおおおおおおおおおおお
喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
おおおおおおおおおおおおおお
たたたたたたたたたたたたたた

お
喜
楽
☆
お
た

っっっっっっっっっっっっっっっ

しししししししししししししし
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
し
ゃ
塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾

（（（（（（（（（（（（（（介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護
予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防

（介
護
予
防
教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室
））））））））））））））
室
）

ここここここここここここここ
ここここここここここここここ
ろろろろろろろろろろろろろろ

こ
こ
ろ
ののののののののののののののの

健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
相相相相相相相相相相相相相相

健
康
相
談談談談談談談談談談談談談談談

場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

※
要
予
約

（
8
月
1
日
〆
切
り
）

健健

康康

カ

レ

ン

ダ

カ

レ

ン

ダ

ーー

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
ここここここここここここここここここここ
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

夏
こ
そ
大
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
でででででででででででででででででででで
でででででででででででででででででででで
きききききききききききききききききききき
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概

食次
の
3
つ
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
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町
で
は
平
成
　
年
2
月
よ
り
、
中
学
1
年
生
か

２３

ら
高
校
2
年
生
の
女
性
の
方

（
現
在
中
学
２
年
生

か
ら
高
校
3
年
生
に
な
っ
た
方
々
）
を
対
象
に
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全
額
助
成

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
全
国
的
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
助
成
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
ワ

ク
チ
ン
の
需
要
が
増
え
、
十
分
な
供
給
が
で
き
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
、
ワ
ク
チ
ン
不
足
は
続
い
て
お
り
、
接

種
開
始
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
が
安
定
し
て
供
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
ご
ろ
と
見

込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ま
だ
初
回
接
種
を
さ
れ
て

い
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
頃
か
ら
の

接
種
開
始
と
な
る
見
込
み
で
す
。
 

　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
や
接
種
開
始
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
追
っ
て
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し

て
、
何
か
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緯
　

・
２
１
１
3

４７

《
子
宮
頸
が
ん
と
は
》

　
子
宮
頸
が
ん
と
は
、
子
宮
の
頸
部
（
子
宮
の
入
り

口
）
に
で
き
る
が
ん
の
こ
と
で
す
。

　
年
間
約
1
5
、
0
0
0
人
の
女
性
が
子
宮
頸
が

ん
と
な
り
、
約
3
、
5
0
0
人
が
こ
の
が
ん
に
よ

り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
原
因
と

な
っ
て
発
病
し
ま
す
が
、
最
近
で
は
特
に
　
歳
か

20

ら
　
歳
代
の
女
性
に
増
え
て
き
て
お
り
、
発
病
の

30
若
年
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
と
は
》

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
様
々
な
型
の
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
に
よ
り
発
病
し
ま
す
が
、
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
」
は
多
く
の
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
も
、
子
宮
頸

が
ん
に
な
り
や
す
い
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を
防
ぐ

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
す

で
に
感
染
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
し
た
り
、

が
ん
を
治
し
た
り
す
る
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
す
べ
て
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
予
防
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
子
宮
頸
が
ん
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
こ
と
、
接
種
を
し
た
後
も
　
歳
を

２０

過
ぎ
た
ら
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

介護ワンポイント アドバイ介護ワンポイント　アドバイスス　○○111177 

　●保健福祉課保健福祉グルー●保健福祉課保健福祉グループプ

  　　　　　緯緯47・2113（直通47・2113（直通））

介護のことは、お気軽にご相談ください。介護のことは、お気軽にご相談ください。　

保健福祉グループ保健福祉グループ　高橋 昌嗣高橋 昌嗣

《「
お
金
を
勝
手
に
使
う
」
な
ど
…
こ
れ
は

経
済
的
虐
待
で
す
》

　
年
金
や
給
付
金
な
ど
、
高
齢
者
の
お
金
は
、

た
と
え
介
護
者
で
あ
っ
て
も
勝
手
に
拝
借

し
た
り
、
使
っ
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
高
齢

者
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ

な
か
っ
た
り
、
お
金
を
渡
さ
な
か
っ
た
り
す

る
の
は
、

高
齢
者
の

権
利
を
奪

う
行
為
で

あ
り
、
経

済
的
虐
待

に
あ
た
り

ま
す
。
介

護
者
は
高

齢
者
の
介

護
や
生
活

の
権
利
を

き
ち
ん
と

守

っ
て
い

か
な
け
れ

ば
な
り
ま

せ
ん
。

【
み
ん
な
で
防
ご
う
 

　
　
高
齢
者
虐
待
7
】

めざせ ！N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
に
つ
い
て
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歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の
　
年
間
の

２０

６０

４０

全
期
間
保
険
料
を
納
め
た
方
は
、　

歳
か
ら

６５

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
を
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金

額
は
2
分
の
1

（
平
成
　
年
３
月
分
ま
で
は

２１

3
分
の
1
）
と
な
り
ま
す
が
、
保
険
料
の
未
納

期
間
は
年
金
額
の
計
算
の
対
象
期
間
に
な
り

ま
せ
ん
。

○
 平
成
　
年
度
年
金
額
７
８
８
、
９
０
０
円
。

２３

○
 老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保

険
料
を
納
め
た
期
間
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
及
び
合
算
対
象
期
間
を
通
算
し
た
期

間
が
、
原
則
　
年
間

（
３
０
０
カ
月
）
以
上

２５

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
 合
算
対
象
期
間
は
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ

な
い
た
め

「
カ
ラ
期
間
」
と
呼
ば
れ
て
ま
す
。

①
昭
和
　
年

（
１
９
８
６
年
）
３
月
以
前
に
、

６１

国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
人
が
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
。

②
平
成
３
年

（
１
９
９
１
年
）
３
月
以
前
に
、

学
生
で
あ
る
た
め
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
。

③
昭
和
　
年

（
１
９
６
１
年
）
４
月
以
降
海

３６

外
に
住
ん
で
い
た
期
間
。

　
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
も
　
歳
以
上
　
歳
未

２０

６０

満
の
期
間
で
す
。

　　
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
あ
っ
て
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資
格

期
間
を
満
た
し
た
方
が
　
歳
に
な
っ
た
と
き

６５

に
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
老
齢
厚

生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
当
分
の
間
は
　
歳
以
上
で
、
次

６０

の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
　
歳
６５

に
な
る
ま
で
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

②
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
１
年
以
上

あ
る
こ
と
。

※
 特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
額
は
、
報

酬
比
例
部
分
と
定
額
部
分
を
合
わ
せ
た
額
に

な
り
ま
す
が
、
昭
和
　
年

（
女
性
は
昭
和
　

１６

２１

年
）
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
か
ら
は
、
定

額
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
昭
和
　
年

（
女
性
は
昭
和
　
年
）
４

２４

２９

月
２
日
生
ま
れ
の
方
か
ら
は
、
報
酬
比
例
部

分
の
み
の
額
と
な
り
ま
す
。

　
ま
も
な
く
、
ス
ズ
メ
蜂
の
活
動
が
活
性
化

す
る
８
月
か
ら
　
月
を
迎
え
ま
す
。

１０

　
ス
ズ
メ
蜂
は
種
類
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
営

巣
箇
所
が
異
な
り
ま
す
が
、
木
の
枝
、
建
物

の
軒
下
、
外
壁
等
の
遮
へ
い
空
間
又
は
土
中

営
巣
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
巣
は
、

ね
ず
み
色
の
和
紙
状
や
淡
い
茶
色
の
貝
殻
模

様
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
刺
さ
れ
た
場
合
、
重
い
症
状
で
は
呼
吸
困

難
・意
識
障
害
等
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
手
当

が
遅
れ
る
と
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
ス
ズ
メ
蜂
の
撤
去
費
用
の
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
蜂
の
巣
を
発
見
し
た

場
合
は
、
自
分
で
撤
去
せ
ず
に
町
へ
連
絡
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
か
ら
専
門
の
業
者
に
連
絡
し
撤
去
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
撤
去
費
用
は
巣
１
個
に
つ
き
、
１
万
円
（
同

時
に
２
個
以
上
撤
去
し
た
場
合
は
、
２
個
目

か
ら
は
５
千
円
）
が
依
頼
者
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
お
支
払
い
後
、
所
定
の
用
紙
で
町
に

補
助
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
撤
去
費
用
の

３
割

（
１
個
の
場
合
は
３
千
円
）
を
補
助
い

た
し
ま
す
。

　
町
で
管
理
し
て
い
ま
す
新
冠
共
同
墓
地
に

つ
い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以

内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
新
冠
町
に
住
所

を
有
す
る
方
に
随
時
墓
地
使
用
許
可
の
受
付

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

産
新
冠
共
同
墓
地

（字
西
泊
津
）

　
　
　
　
　
　
区
画
６
㎡
　
使
用
料
２
万
円

１４

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

緯
　

・
２
１
１
２

４７

ス
ズ
メ
蜂
に
ご
注
意
！

ご
存
知
で
す
か
、
老
齢
基
礎
年
金

と
老
齢
厚
生
年
金
に
つ
い
て

老
齢
基
礎
年
金

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

老
齢
厚
生
年
金

新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
に
つ
い
て

老齢基礎年金の計算方法

　788,900円×[保険料納付月数

　+（保険料全額免除月数×8分の5）

　+（保険料4分の1納付月数×8分の6）

　+（保険料半額納付月数×8分の6）

　+（保険料4分の3納付月数×8分の7）］

　÷加入可能年数×12

　ただし平成21年3月分までは、全額免除は

6分の2、4分の1納付は6分の3、半額納

付は6分の4、4分の3納付は6分の5にて、

それぞれ計算されます。
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ぼくとわたしのの

夢夢
朝日小学校6年生です

地
域
に
密
着
し
た
仕
事
へ
の
想
い
が
、

保
健
師
と
い
う
職
に
導
い
た

―
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
6
月
か
ら
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ

ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
た
村
上
美
佳
で
す
。

出
身
は
新
冠
町
で
、
大
学
卒
業
後
6
年

間
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
に
密
着
し
た
仕
事
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
回
、
新

冠
町
の
保
健
師
と
し
て
働
け
る
こ
と
に

な
り
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
病
院
と
は

違
う
環
境
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
今
は
毎
日
が
新
鮮
で
楽
し
い
で
す
。

　
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
体
を
動
か
す

こ
と
と
読
書
が
好
き
で
す
。
最
近
は
パ

ン
作
り
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
す
す

め
の
レ
シ
ピ
が
あ
れ
ば
、
是
非
教
え
て

く
だ
さ
い
。

新
冠
町
の
特
徴
を
生
か
し
、
町
民
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導

―
今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
、
特
定
健
診

・
特
定
保
健
指

導
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
言

葉
が
広
ま
り
、
皆
さ
ん
の
健
康
へ
の
考

え
方
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
新
冠
町
の
特
徴
を
生
か

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

が
こ
の
新
冠
町
で
健
康
で
楽
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
街
で
見
か
け

た
と
き
に
は
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

新
し
い
保
健
師
を
紹
介
し
ま
す村上　美佳　保健師

▲乳幼児健診中の村上保健師 （右）

harada
長方形
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恵寿荘からのお願い
　恵寿荘では古布が不足していま
す。ご家庭で不要になった古布があ
りましたら恵寿荘に寄贈下さいま
すようお願い申し上げます。
　寄贈に関しての問い合わせ等は
恵寿荘までご連絡ください。

　　　　　　恵寿荘　緯47・2355

2011年市町村振興宝くじ

サマージャンボ3億円
7/11迂発売

発売期間：7/11迂～7/29窺
抽 選 日：8/9雨
1等  2億円 （前後賞各5千万円）・2等  1億円

ご寄付ありがとう
ございました   <敬称略>
 町 へ
●特別養護老人ホーム｢恵寿荘｣に
役立ててと
☆芽呂女性部　　　　   （古布紙袋3袋）
☆小泉　チズコ　　（古布段ボール2箱）
☆樋渡　信義　　　　　  （オムツ4袋）
☆佐藤　保人　　　　　    （古布1袋） 
☆山本　勲　 （キャベツ6Kg、白菜10Kg）
☆ボランティアグループちょぼら  （カット布3袋）
☆高塚　誠　　　　　   （カット布1袋）
☆北所　直人　　　　　   （白菜16Kg）
☆高橋　満郎 　　　       （大根8.5Kg）
☆鬼海　尚子　　　（古布段ボール1箱）

新冠町社会福祉協議会へ
▼香典返しに代えて
☆安中　富美子 （50,000円）
☆奥田　章子 （50,000円）

ひだか弁護士
相談センター

●受付時間　
　午前10時～午後4時

●お問い合わせ先　
　ひだか弁護士相談センター

　　　　緯42・8373

77777777777月月月月月月月月月月月
20日 （水）13日 （水）
27日 （水）25日 （月）

88888888888月月月月月月月月月月月
3日 （水）1日 （月）
17日 （水）10日 （水）

要
予
約

警察官採用試験のお知らせ
　平成23年度第2回北海道警察

警察官採用試験を下記のとおり実

施します。

　なお、第1次試験は 「新ひだか

町」で受験することが出来ます。

▼受付期間

　8月3日 （水）～8月24日 （水）

▼第1次試験

　9月18日 （日）

▼受験資格

A区分 （大学卒　卒業見込者含）

B区分 （大学卒以外の者）

　A ・Bとも昭和54年4月2日

　～平成6年4月1日までに生ま

　れた者

●お問い合わせ先

　札幌方面静内警察署

　　　緯43・0110

※詳しい情報は

静内警察署ホームページ

http://www.shizunai-syo.police.pref.hokkaido.jp/

北海道警察警察本部ホームページ

http://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/

をご覧ください。

知っていますか？
建退共制度
　建退共制度は、中小企業退職金

共済法に基づき建設現場労働者の

福祉の増進と建設業を営む中小企

業の振興を目的として設立された

退職金制度です。

　この制度は、事業主の方々が、

労働者の働いた日数に応じて掛金

となる共済証紙を共済手帳に貼り、

その労働者が建設業界で働くこと

をやめたときに建退共から退職金

を支払うという、業界全体での退

職金制度です。

　加入できる事業主：建設業を営む方

　対象となる方：建設業の現場で働く人

　掛金：日額310円

▼特　徴

纂国の制度なので安全、確実、申

　し込み手続は簡単です。

纂経営事項審査で加点評価の対象

　となります。

纂掛金の一部を国が助成します。

纂掛金は事業主負担となりますが、

　法人は損金、個人では必要経費

　として扱われ、税法上全額非課

　税となります。

纂事業主が変わっても退職金は企

　業間を通算して計算されます。

●お問い合わせ先

　独立行政法人　勤労者退職金共済機構

　建設業退職金共済事業本部　事業推進室

緯03・5400・4316

クールビズ実施中 ！
　町では、夏季における職員の健

康保持と事務能率の向上のため、

6月20日から9月23日までの間、

クールビズを実施しております。

　職員にあっては、来庁の皆様に

不快感を与えることのない服装に

努めておりますが、お気づきの点

がございましたら、遠慮なくお申

し付けください。

●お問い合わせ先

　総務企画課総務グループ

緯47・2111

7月24日アナログ

放送が終了します
　2011年7月24日までにアナロ

グ放送は終了し、地上デジタル放

送に完全移行します。

野焼は犯罪です ！
　平成13年4月から、基準に従わ

ない野外での廃棄物の焼却には厳

しい罰則が適用されてます。

●お問い合わせ先

　北海道環境生活部　環境局　循環型社会推進課

緯011・231・4111（内線24-327）
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自衛官募集 ！
　次のとおり自衛官を募集します。

▼募集種目

産一般曹候補生

　18歳以上27歳未満の者

産自衛官候補生 （男子・女子）

　18歳以上27歳未満の者

産航空学生

　高卒 （見込含）21歳未満の者

産看護学生

　高卒 （見込含）24歳未満の者

▼受付期間

産一般曹候補生・自衛官候補生（女

子）・航空学生

　8月1日～9月9日

産看護学生

　9月5日～9月30日

産自衛官候補生 （男子）

　通年

●お問い合わせ先

　自衛隊札幌地方協力本部  静内地域事務所 

緯44・2121（内線364）

新冠川上流ダムの放流
時のお知らせについて
　ほくでんでは、上流のダムから

新冠川に放水するとき、川の中や

川の近くに居る人に、スピーカー

でお知らせします。ダム放流のお

知らせを聞いたときは安全な場所

にお移りください。

　また、ダム放流を行なわないと

きでも、降雨によって川の水が増

えることがありますので充分ご注

意ください。

●お問い合わせ先

　ほくでん静内水力センター

緯42・0429

特定疾患及びウイルス性肝
炎進行防止対策医療受給者
証の更新申請のお知らせ
　特定疾患及びウイルス性肝炎進

行防止対策医療受給者証の有効期

限が平成23年9月30日となって

いる方は、7月1日から9月30

日の間に有効期間の更新手続きを

することができます。更新の手続

きをしない場合は、10月1日から

今お持ちの医療受給者証は医療機

関で使用できません。

　また、10月1日以降の申請は新

規申請となり、審査に時間がかか

ります。

　各医療受給者証の交付時に同封

した 「特定疾患医療受給者証をお

持ちの皆様へ」又は 「ウイルス性

肝炎進行防止対策医療受給者証の

交付を受けられた皆さんへ」をご

覧の上、更新手続きを行ってくだ

さい。

　申請に必要な書類は、保健所に

あります。

　また、北海道ホームページから

ダウンロードできます。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kak/tokusitu/ippann.htm

●申請・お問い合わせ先

　静内保健所　健康推進課保健予防係

緯42・0251

新規学校卒業予定者を対象
とする求人申込について
　ハローワークでは、平成24年

3月新規高等学校卒業予定者に係

る求人の受付を6月20日から開

始いたしました。

　今年度も就職希望者の多くが地

元での就職を希望しています。

　厳しい経済・雇用情勢が続いて

おりますが、一人でも多くの若者

が地元に就職し、地域経済・社会

の活性化が図られますよう、早期

に採用計画を決定いただき、求人

の申し込みをお願いいたします。

●お申し込み・お問い合わせ先

　ハローワークうらかわ

　緯0146・22・3036

　ハローワークしずない

緯42・1734

屋外広告物のルール
をご存じですか
ルールを守って美しい広告景観を

　北海道では、良好な景観の形成

と風致の維持、人への危害を防止

することを目的として、屋外広告

物についてルールを定めています。

　10愛以下の自家用看板以外は、

原則として許可が必要です。

　また、掲出する場所によっても

許可条件が異なります。

　日高のすばらしい景観を守るた

めにもルールを守りましょう！

●お問い合わせ先

　日高振興局建設指導課

　　緯0146・22・9291
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　問い合わせ先　

社会教育課　図書プラザ

緯45・7777

今月の一冊

『まさこおばちゃんの新聞エコバッグ』

お出かけに収納に大活躍

坂上 政子／著　小学館／出版

　きれいな広告や風景写真などの

新聞紙面を生かした新聞エコバッ

グの作り方を紹介しています。家

庭にある材料で世界にひとつだけ

のおしゃれなエコバッグを作って

みませんか？古新聞が、デパート

やブティックの紙袋に負けない素

敵なバッグに生まれ変わります ！

●図書プラザイベントカレンダー

場　所事　業　名日　時

図書プラザ　

おはなしのへや

 びっくり箱の

　　　おはなし会

 7月23日 （土）

　　13：30～

「新着ガイド」
北海道ルール　　　　　　　　　都会生活研究プロジェクト

日本の歴史どうしても知っておきたい名場面80　　童門　冬二

北海道道の駅パーフェクトガイド　　　　 カルチャーランド

仕事が速い人の文章術　　　　　　　　　　　 　鶴野　充茂

誰でも写せる星の写真　　　　　　　　　　　　 谷川　正夫

三陸海岸大津波　　　　　　　　　　　　　　　　 吉村　昭

食べて治す ！糖尿病レシピ303　　　　　　　　 弥冨　秀江

携帯電話隠された真実　　　　　　　　 デヴラ・デイヴィス

「一生太らない体」をつくる食事術　　　　　　 伊達　友美

原発のどこが危険か　　　　　　　　　　　　　　 桜井　淳

素顔の斎藤佑樹　　　　　　　　　　 早稲田スポーツ新聞会

県庁おもてなし課　　　　　　　　　　　　　　　 有川　浩

ママのとしょかん　　　　　　　　　　　　 キャリ・ベスト

マンガでわかるよのなかのルール　　　　　　　 横山　浩之

世界のお金100　　　　　　　　　　　　　　　 名倉　克隆

スポーツスーパースター伝　　　 ベースボール・マガジン社

図書プラザ中庭 「お日さまテラス」を開放中です
　今年は白いプランターに

たくさんの花を植えて素敵

なガーデンになりました。

　青 空 の下 で い つ も と

ちょっと違った読書の時間

を楽しんでみてはいかがで

すか？

レ･コード館有料コースの無料見学について
　４月１日より対象者を限定して、レ･コード館有料

コースの無料見学が可能となっています。町民のみ

なさんにレ･コード館の魅力を知っていただく取組で

すので、是非ご利用ください。

【実施期間】

・４月１日から１２月２９日まで

【見学にあたっての条件】

・無料見学の後は、アンケートの回答に協力すること。

・団体での見学は、１０日前までに事前申込をすること。

・小中学生の見学の場合は、責任者が同行すること。

【利用可能対象者】

・町内各自治会及び使用料減免区分団体１０名以上の参

加者が必要 （４０名以内）

・町内在住者のみで構成され

る任意の団体１０名以上の参

加者が必要 （４０名以内）

・町外からの転入者

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルアニマル号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号 （移動図書館車）

運行日程 《 7月分 》
10：10～10：30　　　　 朝日小学校
10：45～11：00　　　　 新冠こたにがわ学園
15：05～15：35　　　　 新冠小学校
15：40～16：00　　　 にこにこクラブ （児童館）
16：05～16：30　　　 認定こども園ド・レ・ミ
10：10～10：30　　　　 朝日小学校
10：40～10：50　　　　 朝日保育所
10：10～10：30　　　　 朝日小学校
11：00～11：20　　　　 おうるの郷 
10：20～10：30　　　　 美宇保育所 
10：45～11：00　　　　 太陽郵便局
15：40～16：00　　　 にこにこクラブ （児童館）
16：05～16：30　　　 認定こども園ド・レ・ミ

 5日
　

　8日

 12日

 　14日
　

22日

9月末までの天気のいい日に開放中
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小竹町長の動静&まちのできごと

6月　　  　●は町長出席

●1日、新冠町地域おこし協力

隊・農業支援員委嘱状交付式●

2日、北海道治山林道協会日高

支部総会、北海道造林協会日高

支部総会●3日、日高管内老人

芸能発表大会●4日、新冠中学

校体育祭●8日、北海道町村会

理事会 （東京都）○9日、静内

地区防犯協会定期総会 （新ひだ

か町）●10日、職員採用辞令交

付式、平成23年度土地連日高支

部理事会及び全体会議、新冠町

農業振興対策推進協議会第1回

全体会議●13日、庁内会議●

14日、第2回定例会 （～17日）

●19日、新冠小学校運動会○

21日、新冠町国民健康保険資格

審査会●25日、日高管内教職員

体育大会●27日、日高軽種馬振

興対策推進協議会定期総会 （浦

河町）、日高総合開発期成会理事

会 （浦河町）○28日、日高中部

消防組合議会定例会 （新ひだか

町）

　人　口　5,841人 （前月比 　+　 1人）

　　男　　2,815人（前月比 　－   2人）

　　女　　3,026人（前月比 　+　 3人）

　世　帯　2,652世帯 （前月比 　+　 4世帯）

　外国人登録者　51人

人の

うごき
（平成23年6月末現在）
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キラリと光る レ・コードなまちキラリと光る　レ・コードなまち      産産団体・サークル紹介団体・サークル紹介産産

　今今月号は、新冠剣道スポーツ少年団を紹介します。「心」を育てる武道の素晴らしさを、月号は、新冠剣道スポーツ少年団を紹介します。「心」を育てる武道の素晴らしさを、団団

一丸となって取り組んでいます一丸となって取り組んでいます ！！

【プロフィール】

　新冠剣道スポーツ少年団は、昭和４４年に結成

され、管内の各種大会において優秀な成績を納

めているとともに、全道大会への出場実績もあ

ります。

　剣道は「心技体の精神」が大切です。日頃の練

習において、技を磨くことはもちろんですが、

「心」の成長をなくしては、技を生かすことがで

きなく、「心」と「技」が一体でなければ武道の技

ではないと言われております。新冠剣道スポー

ツ少年団はこの精神を胸に、昭和６０年から26年

の長きにわたり対馬先生の指導の下、剣道の技

術を磨くとともに、剣道を通じて人間性や社会

性を培う「心」の鍛錬を積み重ねています。

　「心」を指導することは難しいことではありま

すが、指導者、そして周りの大人達に感謝の気持

ちを持つことにより心の成長が促されるという

方針で取り組んでいます。

　また、団員はもとより父母の会のサポートに

より、新冠剣道スポーツ少年団は、より家族的で

親密な関係を持ちながら団を運営しています。

【活動内容】　

　通常練習：水・金曜日　午後6時～午後7時30分

　練習場所：新冠町民スポーツセンター

【団員募集】

　定期的な活動を行うとともに、夏はキャンプ、

冬はスキーの宿泊研修を行い、団員の交流を深

めております。

　ぜひ「心技体の精神」を、子どものうちに体験

させるために入団しませんか。

　対象は、6歳以上（男女問わず）。詳しくは新冠

剣道スポーツ少年団（緯47・2922スポーツセン

ター内）までお問い合わせください。


